
　
震
災
と
原
発
事
故
で
小
高

区
の
住
民
約
１
万
３
千
人
は

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
避

難
生
活
は
５
年
７
か
月
に
お

よ
ん
だ
。
同
法
人
の
佐
藤
良

一
社
長
（
69
）
に
よ
る
と
、

当
時
約
３
２
０
０
戸
い
た
農

家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な

り
、
担
い
手
不
足
に
拍
車
を

か
け
た
。

　
「
震
災
に
負
け
て
な
る

か
」
。
長
年
小
高
区
で
農
業

を
続
け
て
き
た
佐
藤
社
長

は
、
地
域
の
農
業
を
絶
や
し

た
く
な
い
一
心
で
避
難
先
か

ら
た
び
た
び
一
時
帰
宅
し
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
か
ら

コ
メ
や
大
豆
の
試
験
・
実
証

栽
培
に
取
り
組
ん
だ
。

　
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

翌
年
の
２
０
１
７
年
１
月
。

佐
藤
社
長
ら
は
区
内
７
つ
の

営
農
組
織
で
同
法
人
を
立
ち

上
げ
た
。
根
強
い
風
評
被
害

を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
、
農

作
物
は
生
産
管
理
を
徹
底
。

コ
メ
は
全
量
全
袋
で
放
射
能

検
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
約
28
㌶
か
ら
始
ま
っ
た
農

地
は
現
在
、
約
１
６
６
㌶
ま

で
拡
大
。
コ
メ
は
農
産
物
認

証
制
度
「
ふ
く
し
ま
県
Ｇ
Ａ

Ｐ
（
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
」
や
国
内

版
安
全
認
証
「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」

を
取
得
し
、
安
心
・
安
全
で

高
品
質
な
農
作
物
を
消
費
者

に
届
け
て
い
る
。

　
南
相
馬
市
小
高
区
の
農
業
法
人
「
紅
梅
（
こ
う
ば
い
）
夢
フ
ァ
ー
ム
」
は
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
で
営
農
が
中
断
し
た
地
域
農
業
の
復
興
を
目
指
し
、

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
「
天
の
つ
ぶ
」
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
大
豆
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。
農
業

の
担
い
手
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
や
若

手
農
業
者
の
育
成
に
も
努
め
る
。
「
古
里
の
農
地
、
景
観
を
守
る
」
。
若
手
社
員
を
中
心

と
す
る
11
人
の
従
業
員
が
働
く
喜
び
や
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
次
世
代
の
農
業
で
地

域
を
け
ん
引
し
て
い
る
。

　
同
法
人
で
は
、
育
ち
具
合

を
空
撮
す
る
た
め
の
小
型
無

人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
や
ロ
ボ

ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
、
２
０
０

㌶
分
の
処
理
能
力
が
あ
る
機

械
を
備
え
た
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
な
ど
農
業
機
械
を
10
種
類

以
上
導
入
し
て
い
る
。
機
械

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
栽
培

工
程
が
デ
ー
タ
管
理
さ
れ
、

効
率
よ
く
業
務
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
震
災
で
一
度
農
業
が
で
き

な
く
な
っ
た
小
高
を
元
通
り
に

し
た
い
」
。
震
災
と
原
発
事
故

を
経
て
、
佐
藤
社
長
は
日
々
小

高
区
の
農
業
再
興
に
奮
闘
し
て

い
る
。
佐
藤
社
長
は
小
高
区
に

生
ま
れ
育
ち
、
専
業
農
家
の
９

代
目
。
古
里
を
元
気
づ
け
、
元

の
姿
に
戻
し
た
い
思
い
が
原
動

力
だ
。

　
今
後
は
、
農
産
物
の
さ
ら
な

る
消
費
拡
大
を
目
指
し
、
生
産

者
と
消
費
者
が
交
流
す
る
場
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

農
産
物
の
栽
培
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
６
次
化
商
品
の
開
発
も

進
め
て
い
る
。
い
ま
だ
根
強
い

県
産
米
へ
の
風
評
被
害
は
理
解

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
消
費
者
か

ら
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
減
っ

た
。
現
在
の
事
業
を
継
続
し
、

数
年
後
に
は
作
付
面
積
を
約
３

５
５
㌶
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
に
は
震
災
後
、
転
入
者

も
増
え
た
。
農
業
を
通
じ
て
小

高
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
協
力
し

て
、
小
高
を
活
気
あ
る
地
域
に

戻
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

農
業
再
興
へ
の
思
い

を
語
る
佐
藤
社
長

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
は

若
い
世
代
に
農
業
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

も
な
っ
て
い
る
。
同
法
人
で

は
毎
年
、
高
卒
者
や
大
卒
者

ら
若
手
を
積
極
的
に
採
用
。

全
社
員
の
平
均
年
齢
は
27
歳

で
、
中
に
は
農
業
未
経
験
者

も
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は

作
業
が
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
て
い
る
た
め
、
負
担
が

軽
減
さ
れ
、
若
手
社
員
の
経

験
値
不
足
も
補
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
に
も
取
り
組
む
。
若
手

社
員
が
「
若
者
目
線
」
で
情

報
を
発
信
し
、
農
業
は
や
り

が
い
の
あ
る
産
業
だ
と
知
っ

て
も
ら
う
ね
ら
い
だ
。
全
国

各
地
か
ら
学
生
ら
が
視
察
に

訪
れ
る
ほ
か
、
励
ま
し
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
届
く
と
い
う
。

社
員
の
鈴
木
ふ
み
か
さ
ん

（
23
）
は
「
自
分
た
ち
を
見

て
農
業
っ
て
か
っ
こ
い
い
と

思
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
話
す
。

　
佐
藤
社
長
は
今
後
も
若
者

の
採
用
を
進
め
て
い
く
考
え

で
、「
農
業
に
関
心
を
持
ち
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
好

き
な
人
が
会
社
に
入
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

苦難を乗り越え、１６６㌶の農地で安全・安心な農産物を生産している

先端技術を搭載したロボットトラクター

昨
年
秋
に
導
入
し
た
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　
小
形
綾
音
（
鎌
田
小
５

年
）
大
竹
将
勢
（
富
田
西

小
５
年
）
本
田
優
衣
（
美

山
小
５
年
）森
田
昊
希（
桜

小
６
年
）
草
野
圭
（
桜
小

６
年
）
若
松
優
志
（
平
三

中
１
年
）
本
田
結
（
福
島

二
中
２
年
）


